
詳細は別添資料参照

【ジモ×ガク（地元×学生）】～学生地域定着自治体連
携プロジェクト
【継続事業：２年目】

　事業１年目のノウハウを活かし、学生が地域へ定着する流れを
確固たるものとするため、インターンシップの更なる充実を図り、地
域活動プログラムに参加した学生の地域定着率が向上するような
仕組みづくりを行うほか、大学と地域活動プログラムの単位認定制
度拡大に向けた協議を行う。
　また、連携自治体の高校生を対象としたリーフレット等を作成し、
参加者及び地域定着人数の増加を図る。

2,578千円

平成３０年度地方創生推進交付金採択状況

6,076千円

交付決定額

8,316千円
「食＝江別の魅力！！」地域資源を活かした江別産品
販売促進プロジェクト
 【継続事業：３年目】

交付決定事業名

有給インターンシップ等地域就職支援事業
【継続事業：２年目】

事業内容

　事業２年目に策定した「江別市観光振興計画」を基に、観光物販
の拡充のためのPR手法を検討し、各拠点や製造に係る雇用と観
光等の消費拡大につなげる。
　また、新たな戦略として、都市の農村の交流センター内に整備し
ている「テストキッチン」を活用した、観光商品及び特産品の研究・
開発を進め、地域ブランド化（商品化）を目指す。

　市内４大学の学生に対するキャリア形成と、市内企業における労
働力確保及び将来の人材育成を目的に実施している。
　事業１年目に引き続き、商工会議所などの市内団体にインターン
シップ受入れの協力依頼を行うほか、個別に市内企業へ事業のメ
リット等の説明を行い、参加企業の拡充を図る。
　また、市内大学生に対し、インターンシップ参加に伴うメリットを説
明することで登録を促し、参加者の確保に努める。
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28年度 29年度 30年度（案）

経済審議会等での審議

【新たな戦略】

●マーケティング戦略の策定 運営体制の検討・協議
  ⇒市場・顧客分析、ターゲット検討等

●ブランディング戦略の策定
   ⇒他市よりも上回る強み、差別化

●販売ＰＲ手法の構築

    地域おこし協力隊(地域振興推進員）

【新たな戦略】 【新たな戦略】

●外部専門家の目利きにより商品を魅力的に磨き上げ

地域ブランドの確立（商品化）

６次産業化
【新たな戦略】 効果的なＰＲの実践

●モニターツアーの実施

地域おこし協力隊（６次産業化支援員） ●観光資源の調査・分析

●外部専門家の目利きによる商品の魅力の磨き上げ

●特産品開発の支援

●観光人材育成基礎 ●観光による地域活性化 ●市民向けの観光意識の醸成

●ブランディング基礎 ●地域に人を呼び込む仕組みづくり ●事業者向けのセミナーの開催

●マーケティング基礎 ●ブランディングの戦略構築 ●市外での市場調査・プロモーションの実施

●マーケティングの戦略構築

●観光商品・特産品の掘り起し

観光振興計画策定
支援事業

地域資源を調査・分析し、基礎資料を作成

●現地調査及びヒアリング調査を行い、市内外の有識者の目
  利きを加えて訴求力の高い資源を調査・分析

 ⇒マーケティング戦略・ブランディング戦略、新ＰＲ手法
   を実践できる体制の検討

観光商品及び特産品の研究・開発
（テストキッチンの活用）

●外部の専門家を加え、商品の発掘・磨き上げ・商品化に向
  けた検討会議を開催

都市と農村の交流拠点施設（テストキッチ
ン）活用による特産品開発及び６次産業化
支援検討

マーケティング戦略・ブランディング戦略
の試行

「食＝江別の魅力！！」地域資源を活かした江別産品販売促進プロジェクト（３ケ年計画）

観光人材育成事業 事業者を対象にセミナー・ワークショップ
の開催（人材育成研修）

事業者を対象にセミナー・ワークショップ
の開催（人材育成研修）

   ⇒観光ホームページ、パンフレット、映像制作検討等

観光振興計画の策定

観光商品及び特産品開発に向けた検討会議
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・将来の採用候補

・パートが不足する
時間帯の労働力

・インターンシップ経験

・学業と両立できる研
修・就労時間

・労働の対価

○拠点施設「アルバシップえべつ」を設置
○研修による学生のスキルアップ
○学生の希望時間・職種による集約・シフト作成
○企業とのマッチング・勤務管理
＜H29年度＞
有給インターンシップ登録学生数 93名
有給インターンシップ参加学生（企業実習参加学生）数 46名

背景

・東京圏（大都市）への一極集中
・都市部での厳しい子育て環境
・低出生率

人材育成・雇用創出・定着のモデル事業

有給インターンシップ等地域就職支援事業

学生のニーズ 企業のニーズ人材派遣会社

◎人材派遣会社のノウハウを生かし、人材育成・マッチング支援を実施
◎インターンシップ中に賃金が発生し、学生と企業の双方がメリットを受けながら継続可能
◎学生と企業の結びつきを強め、将来の雇用・定着につなげる

地元就職 ⇒ 定住人口増へ

一極集中是正のため、
雇用創出を通じた若者の地域定着が必要

拠点施設での研修の様子

地域課題

目 的

総事業費：13,036千円
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南幌町

⻑沼町
由仁町

江別市
栗⼭町

⾚平市

芦別市

三笠市

北海道江別市
学⽣地域定着推進⾃治体連携事業H29年

⾚平市 （⼈⼝ 11,105⼈）
（のべ17名参加）
・企業インターンシップ
・⼩中学⽣学習⽀援ボランティア
・あかびら⽕祭り運営

芦別市 （⼈⼝ 14,676⼈）
（のべ18名参加）
・観光施策検証のワークショップ
・ベースボールサマーキャンプ運営
・企業インターンシップ

由仁町 （⼈⼝ 5,314⼈）
（のべ31名参加）
・全町対抗ソフトボール⼤会
・⼩学⽣冬休み学習補助
・夏祭り運営 等

栗⼭町 （⼈⼝ 12,344⼈）
（のべ73名参加）
・⼦育て⽀援ボランティア
・各種地域イベント運営ボランティア 等

三笠市 （⼈⼝ 9,076⼈）
（のべ10名参加）
・北海盆踊り

⻑沼町 （⼈⼝ 11,076⼈）
（のべ5名参加）
・被災地児童交流事業
・冬休み児童交流事業 等

江別市 （⼈⼝ 120,636⼈）
（のべ569名参加）
・企業・公務インターンシップ
・地域イベント（各種夏冬祭り等）運営
・社会福祉施設での事業体験
・地域ワークショップ
・地域アート制作 等

南幌町 （⼈⼝ 7,927⼈）
（のべ55名参加）
・農業等各種イベント運営
・⾃然体験学習⽀援
・⼩学⽣学習⽀援 等

H29年度卒業⽣ 地域定着事例
江別市→4名 （地域企業、公務）
⻑沼町→1名 （公務）

H29年度実績 H30.3.31時
点
登録学⽣数 466名
延べ活動学⽣数 778名
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